
第12回
日本呼吸ケア・リハビリテーション学会

東海支部学術集会
会期：2026年 4 月26日㈰
会場：�ホテルプラザ勝川�

2 階　さくら

主催　日本呼吸ケア・リハビリテーション学会　東海支部
会長　木村　智樹�（公立陶生病院　呼吸器・アレルギー疾患内科）



交通のご案内

会場のご案内

〒486-0931 愛知県春日井市松新町 1 － 5 　TEL 0568-36-2311
URL https://www.theplaza.co.jp/
ホテルプラザ勝川はJR中央線勝川駅前にございます。

JR名古屋駅から（所要時間17分）
JR中央線　多治見／中津川／瑞浪 行
※普通・快速がとまります

契約駐車場をご利用の方は、駐車料金を特別対応いたします。
駐車券をホテルフロントに提示してください。
1 日優待（当日のみ無料）します。
＊�契約駐車場が満車の場合や契約駐車場以外の一般駐車場の

優待はありません。
＊契約駐車場のご予約はお受けできません。





発表形式のご案内
１．�一般演題の口演時間は ６分、討論時間は ３分です。時間厳守でお願いいたします。
　　データ受付は 9時30分より開始します。

２．�発表者は日本呼吸ケア・リハビリテーション学会東海支部の会員であることが条件となりま
す。（ただし、学生・初期研修生・大学院生は除く）

３．�発表予定時刻の30分前までにUSBメモリーをデータ受付にお持ちいただき、受付・試写を�
済ませてください。スライドサイズは16： ９ で作成してください。

４．発表の際、スライドの冒頭にCOI状態を開示してください。

５．�会場にご用意するPCのOSはWindows、アプリケーションはPowerPointです。Macを
ご利用の方は、念のためご自身のPCおよび変換コネクタ、電源コードをご持参ください。

　　ファイル名は【演題番号】【氏名】としてください。

６．�発表者ツール、動画や音声は使用出来ません。メディアを介したウィルス感染の恐れがあり
ますので、予め最新のウィルス駆除ソフトでチェックをお願いいたします。必ずバックアッ
プデータをお持ちください。

７．個人情報保護法に関するお願い
　　�2006年 ４ 月より個人情報保護法がご発表に際して適用されております。個人が識別され得る
症例の提示に関しては、ご発表内容について演者が患者のプライバシー保護の観点から十分
な注意を払っていただくようお願いいたします。

参加者の皆様へ
１．参加受付は 9時30分より開始します。

2．事前参加登録制です。

　　*クレジット（オンライン）決済のみ。

　　*�事前参加登録期間終了後は当日現地で受付いたしますが、クレジット（オンライン）決済のみ
となりますのでご注意ください。

3．�参加費は会員2,000円（不課税）、非会員3,000円（10％消費税込）、学生（院生は含まない）は
無料です。

4．当日、事前参加登録確認書をご持参いただき参加受付をしてください。

5．公共交通機関をご利用ください。

6．�ランチョンセミナーのお弁当は先着順（チケット制）とさせていただきますのでご了承くだ
さい。チケットは参加受付時に配付します。

〈単位取得について〉

１．呼吸ケア指導士認定更新単位取得：出席者10単位、発表者10単位

２． ３学会合同呼吸療法認定士資格認定更新単位取得
　　　ａ．出席20点
　　　ｂ．呼吸療法に直接関連した演題の第 １演者20点(共同演者10点)
　　　ｃ．講師として講義・講演した場合30点

＊注意事項＊

◦2026年 5 月10日（日）開催の実技講習の部は、別途事前参加登録・参加費が必要です。
◦�両日（2026年 4月26日、5月10日）またはいずれかの日に出席された場合、単位が取得できます。



第12回　日本呼吸ケア・リハビリテーション学会
東海支部学術集会プログラム

9 ：15～ 9 ：45

代議員会（ 5階　春日）

9 ：55～10：00

開会の辞

10：00～10：40

一般演題①
座長：藤澤　朋幸（浜松医科大学　内科学第二講座）

1 　High Flow Therapyが呼吸器離脱に有用であった一例

� 大垣市民病院　呼吸器内科　安藤　守恭

2 　�運動負荷心エコー検査に併用した外側広筋のNIRSが示す運動時循環制限の変化様式-病態

背景の異なる 3 症例の検討-

� 医療法人清須呼吸器疾患研究会　はるひ呼吸器病院　リハビリテーション科　金原　将太

3 　健常者の 6 分間歩行試験中の大腿四頭筋酸素動態に対する酸素投与の影響

� 浜松医療センター　リハビリテーション技術科　島宗　俊弥

4 　�線維性過敏性肺炎における 6 分間歩行試験時低酸素血症の頻度と呼吸機能検査によるスク

リーニングの検討

� 愛知医科大学　呼吸器・アレルギー内科　武井玲生仁

10：45～11：45

共催特別講演
座長：石井　　誠（名古屋大学大学院　医学系研究科　呼吸器内科学）

「急増する肺MAC症　-診断・治療の最前線と多職種で支える包括的管理-」
演者：中川　　拓（国立病院機構東名古屋病院　呼吸器内科）

� 共催：インスメッド合同会社

12：00～12：45

ランチョンセミナー
座長：藤本　　源（三重大学医学部附属病院　呼吸器内科）

「間質性肺炎の呼吸困難を評価して、治療に活かそう」
演者：片岡　健介（公立陶生病院　呼吸器・アレルギー疾患内科）

� 共催：日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社

12：50～13：10

総会



13：15～13：55

一般演題②
座長：守川　恵助（済生会松阪市民病院　リハビリテーション室）

5 　重度拘束性換気障害を呈するポリオ生存者の2.5年の呼吸リハビリテーションの経験

� 中東遠総合医療センター　リハビリテーション室　千葉　修平

6 　�続発性気胸入院中に呼吸リハビリテーションを行い自宅退院に至った胸膜肺実質線維弾性

症の一例

� 名古屋大学医学部附属病院　リハビリテーション部　藤野　優理

7 　�短時間のベッド上エルゴメーターが長期臥床患者の抜管翌日の歩行再獲得に影響を与えた

症例

� 大垣市民病院　リハビリテーションセンター　中野　　祐

8 　�運動時頻脈を認めた気管支拡張症患者に外来呼吸リハビリテーションを継続し、身体機能

改善を認めた 1 例

� 公立陶生病院　中央リハビリテーション部　小林　夕夏

14：00～15：00

会長企画セミナー
座長：木村　智樹（公立陶生病院　呼吸器・アレルギー疾患内科）

「呼吸ケアとしての吸入支援」
演者：白木　　晶（しらき内科クリニック　院長）

「息（いき）を整え、生（いき）を彩る」
演者：有薗　信一（聖隷クリストファー大学　リハビリテーション学部理学療法学科）

15：05～15：45

一般演題③
座長：齋藤　修平（大垣市民病院　看護部）

9 　経口摂取が確立した救命困難と考えられた間質性肺疾患（ILD）急性増悪の 1 例

� 公立陶生病院　中央リハビリテーション部　荻曽こころ

10　�気腫合併肺線維症の増悪後に難治性気胸を発症し気胸バックとHOTを導入して自宅退院と

なった一症例

� 大垣市民病院　リハビリテーション科　梅田　将伍

11　特定看護師がRSTと協働しAVAPSを用いたNPPV管理を実践した一症例

� 地方独立行政法人　岐阜県総合医療センター　看護部　天野　元浩

12　気道クリアランス機器による排痰介入が有効と考えられた重症肺炎の 1 例

� 公立陶生病院　呼吸器・アレルギー疾患内科　野﨑　千穂

15：45～

閉会の辞




